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(3)  実証実験③ 

令和4年10月に実施した運搬・保管時の留意点は、表22のとおりである。平成30年度と平成31年度の

運搬条件（保管方法）の検討結果から、保管24時間までは常温と冷蔵で生残率に差がないため、経済性の観

点からコストの低い常温での保管が良いという結論と、移植までに2日以上（48時間以上）かかる場合は冷

蔵での保管が良いという結論が得られている。漁獲してから移植先までには、図46のような順番で運搬と保

管を行った。移植元と移植先ともに施設設備として生簀（畜養水槽）がある場合は、生簀での保管が最も良

いと考えられた。また、県内他地域への運搬を想定していることから、運搬にかかる日数は24時間以内であ

ると推察されることから、発砲スチロールや麻袋に入れて常温で運搬するのが良いと考えた。一方、移植先

で生簀が無く、漁獲から移植するまでに2日以上かかる場合は、冷蔵庫に入れて保管するのが良いと考えた。 

 

表22 実証実験③における運搬・保管時の留意点 

留意点 対応 

運搬 
採取してから生簀まで：発砲スチロール、麻袋に入れて運搬（常温） 作業手引きへ反映 

生簀から他地域まで：1日で運べる距離へは常温で運搬 

保管 

生簀がある場合は生簀で保管 

生簀が無く、採取してから移植までに通算2日以上かかる場合は冷

蔵保管 

 

 

図46 運搬・保管の流れ  
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4.2.3  考察 

(1) 漁獲について経済性の比較 

令和 4年 10月に実施したエンジンポンプを用いた漁獲についての作業コストは表 23、令和 3年度に実施

したエンジンポンプ無しの漁獲についての作業コストは表 24 のとおりである。表 23 と表 24 より、エンジ

ンポンプを用いた漁獲では52,351円、エンジンポンプ無しの漁獲では68,400円となり、エンジンポンプを

用いることで、漁獲にかかわるコストを2割以上削減でき、経済性の観点からも効率的と考えられる。エン

ジンポンプを用いる漁獲は、エンジンポンプの運用に必要なエンジンポンプ・船舶の損料、燃料代がかかる

ものの、時間あたりの砂利入り網袋の回収数が2倍に増え、全体的な作業時間が軽減できたことで、コスト

を削減できたと考えられる。 

 

表23 エンジンポンプを用いた漁獲についての作業コスト 

 

 

表24 エンジンポンプ無しの漁獲についての作業コスト 

 

  

A B C D E
人工・隻 時間 日数 人工・隻・日 単価(円) 費用（円）

- - B/8 A×C - D×E

機器損料 ｴﾝｼﾞﾝﾎﾟﾝﾌﾟ　1回
※1 1 - - - 300 300

燃料費 燃料　1L 5 - - - 160 800

人件費 普通船員
※2 1 0.5 0.06 0.06 22,100 1,326

用船費 船舶
※2 1 0.5 0.06 0.06 30,000 1,800

陸上作業 人件費 普通作業員
※2 4 0.5 0.06 0.24 18,000 4,320

人件費 普通船員
※2 1 1.5 0.19 0.19 22,100 4,199

用船費 船舶
※2 1 1.5 0.19 0.19 30,000 5,700

陸上作業 人件費 普通作業員
※2 9 1.5 0.19 1.71 18,000 30,780

人件費 普通船員
※2 1 0.5 0.06 0.06 22,100 1,326

用船費 船舶
※2 1 0.5 0.06 0.06 30,000 1,800

52,351

内容

600袋(100㎡)の漁獲コスト

ポンプの設置
海上作業

※1：資材1式　5年耐用
※2：普通作業員18,000円、普通船員22,100円、船舶30,000円（令和4年3月から適用する公共工事設計労務単価を参照）
※3：選別の終わったアサリは、陸からトラックに積み込み生簀へ運搬（計算対象外とする）

アサリ漁獲、選別(網袋)
※3

海上作業

ポンプ片付け 海上作業

合計

A B C D E
人工・隻 時間 日数 人工・隻・日 単価(円) 費用（円）

- - B/8 A×C - D×E

アサリ回収、選別 陸上作業 人件費 普通作業員
※1 10 3.0 0.38 3.80 18,000 68,400

68,400合計

内容

600袋(100㎡)の漁獲コスト

※1：普通作業員18,000円、普通船員22,100円、船舶30,000円（令和4年3月から適用する公共工事設計労務単価を参照）



 

310 

4.2.4  作業カレンダーとコスト 

(1)  作業カレンダーの更新 

実証実験の結果より、当該地先における稚貝採取から県内他地域への成貝の運搬までの一連の方法の作業

カレンダーを更新した。作業カレンダーについては、沖出しを実施しない場合と沖出しを実施する場合の 2

ケースを考えた。沖出しを実施しないケースの作業カレンダーは図47に、沖出しを実施するケースの作業カ

レンダーは図 48 に示すとおりである。沖出しについては、砂利入り網袋の設置 1.0 年後の春季に沖出しの

有無を判断するための確認作業と沖出し実施作業が入ることから、沖出し無しに比べ労力がかかることがデ

メリットとして挙げられる。沖出しすることでアサリの採取量の増量が見込まれるものの、活用可能範囲内

へ砂利入り網袋を設置することで、沖出しの判断基準である 0.1 ㎏/袋を下回る採取量になる可能性は低い

と考えられるので、基本的には沖出しを実施しないケースでも十分に移植用のアサリを確保できると考えら

れる。最終的に沖出しの実施については、漁業者の判断となるため、作業カレンダーは2ケース示すことと

した。 

 

 

図47 作業カレンダー（沖出しを実施しないケース） 

 

 

図48 作業カレンダー（沖出しを実施するケース）  
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(2)  作業コスト 

実用規模を想定した砂利入り網袋600袋（100m2）の設置作業にかかる作業コストは表25のとおり、沖出

しにかかる作業コストは表26のとおり、漁獲作業にかかる作業コストは表27のとおりである。沖出しにつ

いては、C.D.L.+1.2～1.4mの砂利入り網袋の設置1.0年後の採取量の確認（10袋）と200袋（活用可能範

囲内設置数の1/3）の沖出しにかかる作業コストを算出した。また、漁獲作業については、効率的であるこ

とが実証されたエンジンポンプを用いた方法で漁獲コストを算出した。 

沖出しを実施しないケースでのコストは部材費60,800円、損料26,700円、人件費94,328円、沖出しを

実施するケースでのコストは、部材費60,800円、損料26,700円、人件費110,708円であった。 

 

表25 砂利入り網袋600袋（100m2）の設置にかかる作業コスト 

 

 

表26 砂利入り網袋200袋の沖出しにかかる作業コスト 

 

表27 砂利入り網袋600袋（100m2）の漁獲にかかる作業コスト 

 

  

A B C D E
人工・隻 時間 日数 人工・隻・日 単価(円) 費用（円）

- - B/8 A×C - D×E

網袋（600袋）
※ - - - - 30 18,000

砂利（600袋）
※ - - - - 70 42,000

人件費 普通作業員
※2 5 2.0 0.25 1.25 18,000 22,500

普通作業員
※2 3 1.5 0.19 0.57 18,000 10,260

普通船員
※2 3 1.5 0.19 0.57 22,100 12,597

用船費 船舶
※2 3 1.5 0.19 0.57 30,000 17,100

整列 人件費 普通作業員
※2 3 1.0 0.13 0.39 18,000 7,020

129,477

投入
人件費

合計

※1：網袋5年耐用、砂利7kg/袋収容
※2：普通作業員18,000円、普通船員22,100円、船舶30,000円（令和4年3月から適用する公共工事設計労務単価を参照）

内容

砂利入り網袋600袋(100㎡)の設置作業のコスト

作成
部材費

A B C D E
人工・隻 時間 日数 人工・隻・日 単価(円) 費用（円）

- - B/8 A×C - D×E

採取量確認 人件費 普通作業員
※1 2 1.0 0.13 0.26 18,000 4,680

沖出し 人件費 普通作業員
※1 5 1.0 0.13 0.65 18,000 11,700

16,380合計

※1：普通作業員18,000円（令和4年3月から適用する公共工事設計労務単価を参照）

内容

200袋の沖出しコスト

A B C D E
人工・隻 時間 日数 人工・隻・日 単価(円) 費用（円）

- - B/8 A×C - D×E

機器損料 ｴﾝｼﾞﾝﾎﾟﾝﾌﾟ　1回
※1 1 - - - 300 300

燃料費 燃料　1L 5 - - - 160 800

人件費 普通船員
※2 1 0.5 0.06 0.06 22,100 1,326

用船費 船舶
※2 1 0.5 0.06 0.06 30,000 1,800

陸上作業 人件費 普通作業員
※2 4 0.5 0.06 0.24 18,000 4,320

人件費 普通船員
※2 1 1.5 0.19 0.19 22,100 4,199

用船費 船舶
※2 1 1.5 0.19 0.19 30,000 5,700

陸上作業 人件費 普通作業員
※2 9 1.5 0.19 1.71 18,000 30,780

人件費 普通船員
※2 1 0.5 0.06 0.06 22,100 1,326

用船費 船舶
※2 1 0.5 0.06 0.06 30,000 1,800

52,351

内容

600袋(100㎡)の漁獲コスト

ポンプの設置
海上作業

※1：資材1式　5年耐用
※2：普通作業員18,000円、普通船員22,100円、船舶30,000円（令和4年3月から適用する公共工事設計労務単価を参照）
※3：選別の終わったアサリは、陸からトラックに積み込み生簀へ運搬（計算対象外とする）

アサリ漁獲、選別(網袋)
※3

海上作業

ポンプ片付け 海上作業

合計
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4.3  作業手引き（案）の作成 

今年度更新した作業手引きは、表28のとおりである。一部抜粋は、図49に示すとおりである。砂利入

り網袋の設置から漁獲作業までの各作業手引きは、漁業者との現地実証実験結果を基に見直し、作成できた

こともあり、より実用性が高いものとなった。 

 

表28 作業手引き一覧 

作業手引き 備考 

砂利入り網袋の作成 

漁業者と実用規模（100㎡以上）での現地実験をもとに作成 

※沖出し無しの手順に対して、沖出し方法を追加 

砂利入り網袋の投入 

砂利入り網袋の整列 

エンジンポンプを用いた漁獲 

アサリの保管・運搬 

砂利入り網袋の沖出し 

 

図49 作業手引き一部抜粋例  
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5. 中課題としての成果と課題 

5.1  目標の達成度について 

各小課題における目標の達成状況を以下に示す。 

 

5.1.1  稚貝採取・保護育成技術の開発 

(1)  稚貝採取実験（活用可能範囲の把握 令和3年度継続モニタリング） 

本小課題では、移植時期と想定する秋季の成貝の採取量から当該地先の活用可能範囲の把握を目標とした。

目標達成の判定結果は、表29のとおりである。 

 

表29 稚貝採取実験（活用可能範囲の把握 令和3年度継続モニタリング）目標達成の判定基準 

目標 結果 考察 

活用可能範囲の更新 

達成 

・令和4年度10月におけるC.D.L.+0.7

～1.0m、1.0～1.2、1.2～1.4mの3区画

それぞれの採取量は、部材費を上回る採

取量である0.4㎏/袋を上回った。 

・当該地先における砂利入り網袋を用

いた稚貝採取は、妥当な方法であること

を再確認した。 

・最終的な活用可能範囲は、C.D.L.+0.7

～1.4mとなった。 

・当該地先における活用可能面積は

24,548m2となった。 

 

(2) 保護育成実験（沖出し条件と活用条件の整理） 

本小課題では、沖出し条件と活用条件の整理を目標とした。目標達成の判定結果は、表 30 のとおりであ

る。 

 

表30 保護育成実験（沖出し条件と活用条件の整理）目標達成の判定基準 

目標 結果 考察 

漁業者が実施可能な

沖出し方法の設定 

達成 

・漁業者の意見を基に漁業者が実施可

能な簡易的な沖出し判断方法（計量カッ

プを用いる）を決定した。 

・沖出しの再検証結果で、対照区に比べ

て約1.2倍の採取量を確認した（有意差

は無し）。 

・沖出しの条件を整理したところ、沖出

しの判断基準は 0.1㎏/袋とするのが妥

当である。 
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5.1.2  稚貝採取から運搬までの一連の方法の構築 

(1)  漁獲作業の効率化検討 

本小課題では、作業性向上に向けた漁獲方法の検討を目標とした。目標達成の判定結果は、表31のとおり

である。 

 

表31 稚貝採取から運搬までの一連の方法の構築 目標達成の判定基準 

目標 結果 考察 

作業性向上にむけた

漁獲方法の検討 

達成 

・エンジンポンプを用いて漁獲するこ

とで、エンジンポンプを用いない漁獲に

比べて 1 時間あたりの砂利入り網袋の

回収数が2倍に増加した（効率化）。 

- 

 

(2)  現地実証実験 

本小課題では、実用性の検証、作業カレンダーの更新、作業手引きの完成を目標とした。目標達成の判定

結果は、表32のとおりである。 

 

表32 稚貝採取から運搬までの一連の方法の構築 目標達成の判定基準 

目標 結果 考察 

実用性の検証、作業

カレンダーの更新、

作業手引きの完成 

達成 

【実証実験①】 

・漁業者からの意見収集と提案の実施

を行い、作業手引きへ反映させた。 

【実証実験②】 

・漁業者からの意見収集を行い、エンジ

ンポンプの実用性を確認し、作業手引き

へ反映した。 

【実証実験③】 

・運搬・保管についての留意点をまとめ

作業手引きへ反映した。 

【その他】 

・作業カレンダーの更新、作業コストの

算出、作業手引きの作成 

・漁獲についての経済性比較を行うと、

エンジンポンプを用いた漁獲の作業コ

ストの方が、エンジンポンプを用いない

漁獲の作業コストに比べて、約2割コス

トを削減できた。 

・実用規模での実証結果から作業コス

トを算出。 
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5.2  実用性の検討 

5.2.1 漁獲額/コストの算出 

(1)  沖出しについて 

 平成 30 年度から令和 4 年度までの砂利入り網袋設置 1.0 年後春季の採取量結果は、表 33 のとおりであ

る。また、沖出しを実施しない場合と実施する場合の漁獲額は表34のとおり、漁獲額とコストの比較は図50

に示すとおりである。これまでの調査の中で、沖出しの判断基準である0.1㎏/袋以下の採取量となる状況は

確認されなかった。4年間の中で 1回も沖出しが必要な状況には至らなかったので、沖出しが必要となる状

況の頻度は低いものと考えられた。但し、当該地先では年変動で地盤高ごとの採取量が異なる状況が確認さ

れているので、沖出しを必要とする状況が発生する可能性は十分あると考えられる。 

漁獲額については、令和3年度沖出し実験における開始密度0.1㎏/袋の10月の結果から算出した。沖出

しの有無で、23,624円の差が発生し、沖出しをしない場合は部材費を下回る結果となった。 

最終的な沖出しの実施判断は実施者（漁業者）によるものになるが、移植用アサリを確実に0.4㎏/袋以上

確保する場合は、採取量が0.1kg/袋以下の場合は沖出しを実施する必要があると考えられる。 

 

表33 設置1.0年後春季の採取量 

設置 設置1.0年後春季の採取量調査 C.D.L.+1.2～1.4mの採取量 

平成30年5月 平成31年4月 0.32㎏/袋 

平成31年5月 令和元年5月 0.31㎏/袋 

令和2年5月 令和3年6月 0.38㎏/袋 

令和3年5月 令和4年5月 0.29㎏/袋 

 

表34 沖出しを実施しない場合と実施する場合の漁獲額 

 

 

 
図50 沖出しを実施しない場合と実施する場合の漁獲額とコストの比較（人件費抜き） 

採取量 採取量（100㎡） アサリ単価 漁獲額（100㎡）
kg/㎡ kg 円/kg 円

沖出しを実施しない 1.8 175.286 245 42,945
2.7 271.712 245 66,569

※網袋は1㎡あたり6袋

漁獲額

沖出しを実施

61 27

43

67
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(2)  漁獲額の算出 

平成31年度から令和4年度の10月における漁獲額は、表35のとおりである。移植用のアサリ単価を245

円/kgとし、平成31年度から令和4年度までの最低額、平均額、最高額を算出すると66,168円、88,104円、

126,412円となった。 

 

表35 漁獲額の算出 

年度 
地盤高 

（C.D.L.+） 

採取量 

（kg/m2） 

採取量（100m2） 

（kg） 

漁獲額（100m2） 

（円） 

平成31年度 1.2～1.3m 5.2 516 126,412 

令和2年度 0.7～0.8m 4.3 427 104,553 

令和3年度 

1.0～1.1m 2.7 270 66,168 

1.1～1.2m 3.1 309 75,779 

1.2～1.3m 3.1 310 75,832 

1.3～1.4m 2.9 290 71,037 

令和4年度 

0.7～1.0m 4.0 396 96,916 

1.0～1.2m 3.3 330 80,938 

1.2～1.4m 3.9 389 95,302 

 

(3)  漁獲額/コストの算出 

砂利入り網袋の沖出しを実施しない一連の方法による漁獲額/コストの算出結果は表36に、漁獲額とコス

トの比較は図 51 に示すとおりである。漁獲額/コストの結果は、人件費抜きで 0.76～1.44、人件費込みで

0.34～0.65となった。 

 

表36 砂利入り網袋の沖出しを行わない一連の方法による漁獲額/コスト 

 
①漁獲額 

（千円/100m2） 

②コスト 

（千円/100m2） 

③漁獲額/コスト 
備考 

人件費抜き 人件費込み 

最小額 66 
88（182） 

※（）人件費込み 

0.76 0.34  

平均額 88 1.01 0.46  

最大額 126 1.44 0.65  
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図51 砂利入り網袋の沖出しを実施しない一連の方法による漁獲額とコストの比較（人件費抜き） 
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5.3  実用性の検討を踏まえた成果と今後の課題 

5か年の成果と今後の課題は、表37のとおりである。 

 

表37 5か年の成果と今後の課題 

小課題 ５か年の成果 今後の課題 

2-2-1 稚貝採取・保護育成

技術の開発 

当該地先における稚貝確保から移植用

のアサリ（殻長25㎜以上）採取までの一

連の方法について明らかになった。 

① 採苗方法：春季に砂利入り網袋（6号

砕石、7㎏/袋）設置 

② 設置場所（活用可能範囲）：地盤高

C.D.L.+0.7～1.4mに設置（岸沖方向

に満遍なく） 

③ 沖出し方法：設置から1.0年後の春

季に C.D.L.+1.2～1.4m の砂利入り

網袋内のアサリ採取量を確認し、未

成貝以上のアサリが 0.1 ㎏/袋以下

の場合はC.D.L.+0.7～0.8mに移設 

④ 漁獲・運搬：設置から1.5年後の秋

季に回収（漁獲）して県内他地域へ

運搬（24時間以内なら常温、2日以

上かかる場合は冷蔵） 

・当該地先における移植用のサ

リ（殻長25mm以上）から漁獲サ

イズのアサリ（殻長30mm以上）

までの育成技術の開発 

※漁業者からの意見として、漁

獲サイズまでのアサリの育成に

ついての要望あり 

2-2-2 稚貝採取から運搬ま

での一連の方法の構築 

実用規模（100m2）での 

① 砂利入り網袋の作成、設置にかかる

作業性、コストの把握 

② 沖出し作業にかかる作業性、コスト

の把握 

③ 砂利入り網袋の回収（漁獲）作業に

かかる作業性、コストの把握 

④ 県内他地域への運搬時の留意点や

運搬後の保管方法 

⑤ 実用性の検討、漁業者からの意見の

収集 

⑥ 作業カレンダー更新、作業手引きの

作成 

・作業性の改良、コストの軽減 

・殻長30mm以上のアサリ漁獲を

組み込んだ新たな一連の方法の

構築 

・移植用のアサリを県内に安定

的に供給するために、実施範囲

の拡大 
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電子格納データ 

本業務で取得した一次データは、以下のとおりである。 

 

電子格納データ一覧 

構成 内容 

1.技術開発概要 1.1背景と目的 ・アサリ浮遊幼生の調査結果 

1.2実施場所と実験区の配置 ・実施場所（実施範囲および観測機器設置位

置） 

1.3技術開発ロードマップ ・技術開発ロードマップ 

1.4技術開発フロー ・技術開発フロー 

1.5 過年度までに得られた成果と

残された課題 

・過年度までに得られた成果と残された課

題 

1.7技術開発工程 ・技術開発工程 

2.環境調査結果 2.1地盤高測量 ・地盤高測量結果（島原市猛島地先） 

2.2流況、波高および水質調査 ・流況踏査結果 

・せん断応力と堆積物・稚貝の移動限界判定

と入力したパラメータ 

・波高調査結果 

・水温調査結果 

・塩分調査結果 

・DO調査結果 

・クロロフィルa調査結果 

・蛍光強度－クロロフィルa検量線 

・濁度調査結果 

2.3底質調査、生物調査 ・底質調査結果 

・初期稚貝調査結果 

・アサリ生息調査結果 

2.4SS、VSS調査 ・SS、VSS調査結果 

3.稚貝採取実験・保護

育成技術の開発  

3.1稚貝採取実験 

（活用可能範囲の把握 令和 3年

度継続モニタリング） 

・100m2あたりの部材コスト 

・稚貝採取実験（活用可能範囲の把握 令和

3年度継続モニタリング）の概要 

・稚貝採取実験の概要写真 

・稚貝採取実験の概要図 

・令和 4～10 月における地盤高ごとの殻長

組成推移 

・令和 4 年 10 月における殻長 25 ㎜以上の

アサリ採取量 

・平成 31年度から令和 4年度における 6～

10月の水温推移と高水温の出現頻度 

・平成 31年度から令和 4年度における 6～

10月の塩分推移と低塩分の出現頻度 

・平成 31年度から令和 4年度における 6～

10 月の溶存酸素濃度推移と貧酸素の出現

頻度 

・長崎県諫早市小長井地先釜漁場における

高水温、低塩分、貧酸素の出現頻度 

・平成 31年度から令和4年度における初期

稚貝状況とアサリ生息状況 
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・せん断応力と堆積物・稚貝の移動限界と入

力したパラメータ 

・令和 3 年度と令和 4 年度における活用可

能範囲の見直し 

・令和3年度における地盤高C.D.L.+1.4m以

上の砂利入り網袋 

・地盤高C.D.L.+0.7～1.4mのコンター図（グ

リッド線入り） 

・砂利入り網袋の配置（案） 

・平成 31 年度と令和 2 年度の 10 月におけ

るアサリ採取量 

・平成31年度と令和2年度の年変動要因 

3.3保護育成実験 

（沖出し条件と活用条件の整理） 

・保護育成実験（沖出し条件と活用条件の整

理）の概要 

・保護育成実験の概要写真 

・保護育成実験の概要図 

・実施状況 

・沖出し判断方法のフロー 

・令和 4 年 10 月における殻長 25 ㎜以上の

アサリ採取量 

・統計解析結果（ｔ検定） 

・令和3年度沖出し実験結果 

・令和3年度沖出し実験殻長組成結果 

・令和4年度沖出し再検証結果 

・令和4年度沖出し再検証殻長組成結果 

4.稚貝採取から運搬ま

での一連の方法の構

築 

4.1漁獲作業の効率化検討 ・漁獲作業の効率化検討の概要 

・漁獲効率化検討の概要写真 

・漁獲効率化検討の概要図 

4.2現地実証実験 ・現地実証実験の概要 

・現地実証実験の概要写真 

・現地実証実験の概要図 

・実証実験①実施状況 

・実証実験①網袋の投入 

・実証実験②実施状況 

・運搬・保管の流れ 

・エンジンポンプを用いた漁獲についての

作業性コスト 

・エンジンポンプ無しの漁獲についての作

業コスト 

・作業カレンダー（沖出しを実施しないケー

ス） 

・作業カレンダー（沖出しを実施するケー

ス） 

・砂利入り網袋 600 袋（100m2）の設置にか

かる作業コスト 

・砂利入り網袋 200 袋の沖出しにかかる作

業コスト 

・砂利入り網袋 600 袋（100m2）の漁獲にか

かる作業コスト 
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4.3作業手引き（案）の作成 ・作業手引き一部抜粋例 

5.中課題としての成果

と課題 

5.2実用性の検討 ・沖出しを実施しない場合と実施する場合

の漁獲額 

・沖出しを実施しない場合と実施する場合

の漁獲額/コスト（人件費抜き） 

・砂利入り網袋の沖出しを実施しない一連

の方法による漁獲額/コスト（人件費抜き） 
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